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写真 核磁気共鳴装置(FT-NMR) (旭川医科大学医学部附属実験実習機器センター)
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教授就任にあたって
一 リプ ロ ダ クテ ィブ ヘ ル スの向 上 をめ ざ して一

産婦人科学灘 石 川 睦 男

私は昭和36年 、先輩、後輩を含めて同窓生の非常に少

ない札幌東高を卒業 して北大医学部に人りました、,時は

iE・:に学生運動華やかなりし時代でして、峙代は我々学

生が担っているといわんばかりの学生時代でした。医学

部においても例外ではなく、インターン闘争といわれる
一運の学生運動のピークを迎えた昭和42年 に卒業 しまし

た。その影響で、私の期は臨床系大学院ボイコット、卒

後1年 間の実地修練はインターン自らが作成 した自宅的

なカリキュラムによる研修を行った後、4月 に行われた

医師国家試験は全員がキャンセルして9月 に受験すると

いう、それ以前、それ以降の皆さんとは全く異なる経過

を辿って医師になりました。1年 間の自主研修後、昭和

43年4月 北人産婦人科学教室松田正二教授のもとに入局、

半年間の大学の研修の後、市立札幌病院に勤務 し、1年

半の研修を終え人学へ戻 りました。この間の臨床経験は

私の唯 一の大学病院以外での勤務経験であり、現在の私

の臨床技術の基礎 となっております。外科系医師として

必要な麻酔の技術 を学ぶべく6ケ 月の麻酔科学の研修を

行った後、産婦人科の勤務の傍 ら、研究面では、現旭川

医科大学長であり、当時北大産婦人科講師の清水哲也先

生の指導の下、北人応用電気研究所へ通い学位のため実

験に日々を費や しました。そこで直接、御指導いただい

たのが現東海大学生理学教授沖野遥先生で、MEや レオ

ロジーのみならず研究者としてのマナーを学びました。

大学院生でありませんで したので、6年 がかりの実験の

結果昭和51年 学位を得ました。学位取得の直後、WHO

の研究員としニューヨークのロックフェラー大学にある

ポピュレーションカウンセルへ留学いたしました。主な

研究は、r宮 の収縮性ならびにプロスタグランディン産生、

放出の性周期変動に関するもので した。この1年3ケ 月

の留学生活においての研究成果は勿論ですが、ここで口本を

含めたw:界各地からの人々の出会いは私にとって人切な宝物

であり、その友人達の友好は16年 を隔てた今日まで続い

ておりますn帰 国後、若さ溢れる旭川医科大学へ参りま

した。 ゴ度1期 生が5年 生の頃でございますU当 時人も

少なく物もない、しかし希望だけはみなぎっている教室

で、清水教授を頭に全ciが1っ の家族のように力を合わ

せてがんばっていたことが懐かしく思い出します。次々と

北大からも助っ人が旭川に来られ、大変心強 く、頼もし

く感 じられたのも昨日のことのようです。今やその中堅

の先生達は道内の核となる大病院で、医長として教室の

若い先生達を指導して下さっておりますことは、有難い

ことだと思ってお・ります。昭和58年 に清水教授の御尽力、

教室員の協力を得て、再び在外研究員として、二J-一 ヨ

一クのコーネル大学産婦人科に客員助教授ど℃て9ケ 月

問の研究の機会をJ'え られ、破水における陣痛発来の機

序をプロスタグランデ ィンとの関連で研究 して参 りま

した。その後さらに1ケ 月間、前同の留学時代の友人で

あるユリコルカラ教授のいるヘルシンキ大学産婦人科で

客員助教授として腹腕鏡手術などの臨床に従事 させてい

ただきました。私は自分自身の体験をふまえ、今後は希

望する限り多くの教室員に海外での研究及び生活体験の

機会を作 りたいと考えております。現在の主な研究は、

活性酸素一消去系のリプロダクションにおける役割につ

いてであります。活性酸素は炎症、糖尿病、エイジング、

発癌などに関与していることが知られてきていますが、

我々は、最近、活性酸素を消去するマンガン、スーパー

オキサイ ドディスムターゼが卵巣癌に発現 していること

を初 めて発見しました。さらに、活性酸素が、排卵や黄

体形成に重要な働きをしている可能性がわかりかけ、そ

の解明に全力を傾注しているところです。さて、産婦人

科医といた しましては、我々の分野がお産と癌という狭

い範囲にとらえるのは旧米の産婦人科学だと思っており

ます。最近、WHOは リプロダクティブ ヘルスの慨念

を次のように提唱 しております。 「リプロダクティプ

ヘルスとは単に生殖の過程の疾病や異常がないというこ

とでなく、生殖過程が生理学的ならびに社会的に完全に

幸福な状態を達成されることにある。女性が妊娠を経過

し安全に出産し、幼児が生存し、健康に成長することを

意昧する。すなわち人々が妊孕を健康を損なうことなく

調節でき、安全にsexを 持つことができることを意味す

る。」現在、世界では1日100万 件の妊娠があるがその

50%は 計画的でなく、25%は 望 まない妊娠であり、1H

15万件の人工妊娠中絶により500名 の 女性が死亡、また

1[]1,500名 の分娩による母体死亡と1日21i57・ 人の

乳児死亡があるといわれております。受胎調節はただ出生を

防ぐということでなく、女性と小児の生命を守るために

もその進歩と普及は急務です。また、毎H40万 件 の性感

染症が発症し、さらにAIDSの 急増と考え合わせると、

安全に性を享受するための臨床医学の進歩に努力しなく

てはならないと考えております。不妊症は10組1組 とい

われていますが、体外受精胚移植に加え、配偶子操作の技

術改新を口指 さなければなりません。女性の更年期、次

第に長くなる老年期にー」けるクオリティーオプライフの

改善への配慮も今後要求されてきます。以r.、 我々の扱

う極めて広い範囲のリプロダクテ ィプ ヘルスの向r.の

ため、臨床、研究面での試行錯誤をくり返 して行きたい

と考えております。
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教授就任にあたって
一自己紹介 と雑感一

生物学 上 口 勇次郎

本年3月 に定年退官 された初代教授、美甘和哉先生の

後任として5月16日 付 けで一・般教育生物学科教授に就任

いたしました。美甘先生の築いてこられた研究と教育の

伝統を受け継ぎ、さらに発展 させるように、全力を尽 く

して任に当たりたいと思っております。

簡単に自己紹介 しますと、私は昭和19年 に青森県に生

まれ、弘前大学文理学部を経て北海道大学大学院理学研

究科動物学専攻に進学 しました。博士課程在学中に、折

しも全国を吹き荒れた大学紛争に巻 き込まれ、研究室の

ある建物を1年 以上も封鎖 され、長期観察中の動物を死

滅 させられるという憂き目を見ましたが、博士課程終了

後も日本学術振興会の奨励研究員として研究を続け、昭

和49年3月 に博士号を取得 しました。同年4月 に本学の

生物学科教務職員として採用され、以後、助手、講師、

助教授を経て現在に至るまでの18年 間、本学で研究と教

育に当たってきました。この間、昭和57年 にハワイ大学

(米国)、 平成元年にウルム大学(ド イツ)と2回 にわ

たって海外でも研究を行いました。

研究面では、大学時代の卒論"プ ラナリアの学習の発

生遺伝学的研究"が 私の研究の皮切りで、大学院時代に

は"甲 殻類の脱皮現象"に ついて研究を行い、学位論文

は"ス ジエビの脱皮周期とその内分泌調節機構に関する

研究"で した。本学に移ってからは、美甘先生の指導の

下で"哺 乳動物の卵母細胞 ・初期卵割胚を用いた染色体

異常の生成原因、生成機序の研究"と いうテーマに転換

しました。最初はラット、チャイニーズハムスターを用

いて成功率 ・信頼度の高い卵子染色体標本作製技術 を開

発するのに苦心しましたが、これが完成してからは染色

体異常の原因に関する新 しい知見(卵fの 加齢と染色体

異常、卵子染色体に及ぼす放射線や化学物質の影響 など〉

が次々と生物学教室から発表されるようになりました。

これらの研究に加えて、最近ではハムスター卵との異種

間体外受精法を応用 したヒト精子の染色体研究や、本学

産婦人科学教室との共同研究によるヒト未受精卵の染色

体研究を行い、染色体異常の生 じるメカニズムを直接ヒ

トの生殖細胞で解析中です。卵r一 精fσ)染 色体研究は

技術的にもかなり難 しく、世界でもまだ僅かしかデータ

が僻られていませんので、今後もこれらの課題を生物学

教室の中心に据えて じっくり研究に取り組んで行きたい

と思っています。また、これら最新の研究成果を講義の

中にも取 り人れ、医科大学の生物学科にふさわしい、生

物学と医学を密着させた講義内容を作りr.げ るよう努力

を重ねています。

講義の事で思い出しましたが、最近、生物学の講義を

していて教育制度についてちょっとしたアナロジーをし

ました。生物の繁殖戦略 には二っのタイプがあります。

・っは子供(卵)を 沢山産む事に多くのエネルギーを使

い、生 まれた子供の世話はしないというR一 戦略(多 産

多死)の 生物(魚 など)で す。今一っは産む子供の数を

出来るだけ減らし、その分のエネルギーを子供の保護、

育仔に振 り向けるというK一 戦略(少 産少死)の 生物

(哺乳類など)で す。人学者は大勢だが、卒業 して医師

になれるのはほんの少しという欧米の医学校はR一 戦略

型で、医師になれなかった入学者に向けられた教育のエ

ネルギーは回収 されません。一方、日本の国立医大では

人学者の枠は狭いが、多くの学生 が無事卒業して医師に

なるのでK一 戦略型といえます。多数の人間が限 りある

エネルギー資源を分け合って共存 して行くこれからの社

会を考えれば、日本のK一 戦略型教育制度の方がより適

しているように思われます。 しか し、今の日本の大学教

育で問題なのは、教師が大勢の学生の前で一一方的に講義

するというマスプロ教育で、本来これは子育てにエネル

ギーをかけないR一 戦略のやり方です(ど んどん落第さ

せるのならすじは通 りますが)。K一 戦略生物がf一育て

に費やすあの涙ぐましい努力に匹敵するだけの教育エネ

ルギー(大 幅な教官数拡人による綿密な指導など)が 日

本のK一 戦略型大学教育に投入されていてしかるぺきと

思いますが如何で しょうか。その他に、単一栽培の農作

物が病気に弱く、%11111の農薬を必要とするという事も医

学生の"単 一栽培"を している我が単科大学にとって示

唆的ですが、紙面の都合で詳述で きないのが残念です。

先任の美廿先生は退官に当たって、広報誌 「かぐらIJ

か」第71号 に"創 業と守成といずれが難きか"と 題 した

一文を寄せて
、大学の守成の難 しさを説かれました。「

代目の私はまさにこの守成の峙代に入った訳です。囲碁

・将棋でも多くのスポーツでもそうですが、"守 成"を

意識すれば往往にして気分は"守 勢"に なり、何時 しか

創業で築き上げた物をも失いかねません。私は、先代か

ら引き継いだものを土台にして新たに第二の創業を行 う

という攻めの(積 極的)姿 勢でこれからの守成に当たり

たいと思っております。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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第一学年 柏手由里乃

いっの頃だったか、それすらもw,u・い出せないほど昔、

医師になるという夢を持ち、今やっと、その為のスター

トラインに疏つことが出米た(ま あ、医大生が必ず医師

になれるという保証は無いが〉。思い+Jこ せば2年 前、

スイスでσ)高校生活最後の年のあの究極の選択で、もし

も異った答えを出 していたら、きっと一生後悔 していた

だろう。みなさんも知っての通 り海外の学校は日本と違

って入学するより進級、卒業のほうが数倍も大変なので

ある。なぜなら大学人学の為の直接的な試験が無 く、そ

のかわり在学中に出米るだけ多くのテス ト(0レ ベルと

かAレ ベルなど)を 取っておかなければならないのだ。

もっと簡単に言うと、卒業までの成積レベルで行かれる

大学が決まってしまうのだ。私も例外でなく、やっとの

思いで高校 を卒業 し、そのままいけばアメリカの大学へ

無理 なく行かれるはずだった。なのに、何を思ったか私

は卒業式直後に帰国し、予備校に通いだした。もちろん

その間の不安は、とても表現できないほど大きなものだ

った。もしも受からなかったらH本 にはいられないし、

今さらアメリカの大学に入る事も難かしかった。そして

なにより、なぜ好き好んで苦労 して卒業 した後すぐに又、

日本の受験地獄に嵌まらなければならなかったのか。た

った半 年の勉 強 で ど こ まで 出 来 るの か 。 は っ き り言 って

賭 け以 外 の何 物 で も無 か った 。

入学 して か ら4ヶ 月 が過 ぎた 今 、 学校 に も、旭111と い

う土地 に もだ いぶ慣 れて きた 。 だ が慣 れて きた と い って

も、 まだ まだ 見 る物 、聞 く事 す ぺ て が 、 うれ し く、楽 し

く、刺 激的 な毎Hで す 。H本 全国 か ら集 ま った 友人 達 、

先輩 方の助 け(特 にテ ス ト前)、 宿 題 やテ ス トな ど とい

う形 で 、我 々 を ほ どよ く刺 激 して くれ る 先生 方の 愛(う

わあ。 幸 せ す ぎて涙 が出 そ う)に 包 ま れて 、 こ れ か らの

長 い(願 わ くば)6年 間 、 がん ば りた い と思 う。

あ ん な に苦 しい 思 い を して まで望 ん だ事 は何 だ った の

か 。私 と して は、 た だ綿 密 な検査 と的 確 な薬品 の み で 、

病気 を治療 す るの で は な く、 人間 を治 すの だ と い う事 を

常 に忘 れ ない医 師 に な りた い と思 う。 そ して 、 これ に ・

歩 近 づ くた め に は、 と りあ え ず 口 前 に迫 っ た 前 期 試 験

を、や っつ けて しまわ な い と…(返 討 ちに あ った り して)。

まあ 、 どん な に偉 そ うな事 を羅列 して も、 こ れ か ら先 ど

うな る かな ん て、実 際 にそ の時 に な らな い と分 か らな い。

た だ 、いっ も何 か を しよ うと して い る 自分 で あ りた い と

思 う。 何 も しない で後 悔 した り、納 得 の い か ない 人生 な

ん て いや だ。 そん な ワケ で 今 年の ・年 一・同 、 自分 で 言 う

の も変 だ け れ ど、 な か なか の兵(ど の 分野 で か が 問題 だ

が)揃 い 。 と りあ えず は、 乞 う御 期待!

驚 襟鷺蔚1
第35同 東日本医科学生総合体育大会(夏 季大会)が 、

昭和大学医学部の主管で、東京都及び周辺各県を会場に

7月19H(日)～8月9H(日)ま で、35校 が参加し各競技が行

われた。

本学からは男女併せて25競 技に約330名 が参加 し、日

頃の練習成果を遺憾なく発揮 した。

成績は次のとおりです。

(学生課)

種 目 成 績

陸 上競技

男

男

男

男

個人400m3位 加藤(6年)

個人800m優 勝 市村(5年)

個人800m8位 加藤(6年)

個人1500m5位 市村(5年)

硬 式庭 球 男

一一 「一　

団体4位

ゴ ル フ 男 団体 優勝

卓 球

男 団体7位

女

女

女

団体 ベ ス ト8

個人 ベ ス ト8馬 場(5年)

個人 ベ ス ト16菊 地(5年)

バレーボール 男 3位

バスケットボール 女 優勝

柔 道
団体 ベ ス ト16

個人 ベス ト8水h(1年)

剣 道
男

一

個人3位 田辺(5年)

女 個人 優勝 森(4年)

弓 道 団体2位

水 泳

男 個人100m背 泳 ぎ7位 鈴木(4年)

女

女

女

女

個人50mlz泳 ぎ2位 神藤(4年)

個人100m平 泳 ぎ2位 神藤(4年)

個人50mバ タフライ6位 由良(3年)

個 人200m個 人メドレー6位 由良(3年)

バ ド ミ ン ト ン 個 人 ベ ス ト8大 羽 ・高橋

ラ グ ビ ー ベ ス ト8(冬 季 大会)

軟式庭 球
女

女

団体 決勝 トー ナメン ト

個 人 ベ ス ト16田 辺 ・山下

全 医 体 成 績
種 目 成 績

バスケ・トボール1女 優勝

弓 道

団体

個人

個人

4位

3位

6位

森 川(5年)

北(4年)
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原 稿 を 前 に して
第18回 大 学 祭 実 行 委 員 会 委 員 長 菅 敏 郎

今Hl.k.7月23日 ∩ 白 分 の 部 屋 の 片f下i』け を して い た ら ゴ'

ミv)、1う1こ4=り/竪 「智にiiiぴ)iIカ ・ら こv)「 カ・く"ら 才ゴカ・」(7)1鼻頁

病高仔く牽貞1井/r』i「1てき た,,「 う わ ・ノ!ぺ 彗よ㌧、!こ れ カ・ら

実 家'に 帰 ら な く ち ゃ い け な い 、 て の に … 、..しか し書 か な

く 一Clよ!て 「1もと記う し・う1人rぞ≦【二L.↓ うカ・=F"・/,ト ラ イ

ダ ・ を 誰 か に よ た や.,ぐ も ら お うか,い や ダ メ だ 、 そ ん

な こ と:よ 、 で'も べ・・,に「直if到51.い なsし か し や 一バよ自 分

で'1書}ニカ・な き ゃ 、 そ)だ よ 、.二/Lな のi童 当 に 書 き ゃ い い ノL.

オ三t:、 」趣『」iに 一ξ も こ オ1十号力・'見る 〆Lrc4、 あ、L.二 し、アつ

文章/＼ タ ク ソ だ な あ」 と カkilわ オ1た ら イヤ だf1,,ぺ 」っ は

【-

へ ↓一♪と は 考 え て か ら1量「こ う うwwん..し かL、.二 び)

fl$1けい い な あ1こ 」)日、ぎ・BGMが ウ ィ ン ダ ム ヒ ル だ 、た)

い カ・wv).ゾv/1,グ こv)1京 棉モに1衷 吋1し な く.ぐ け 「 そv)自qに

ちL・,と ・川芝Lよ) .シ ・Pホ ツ..〔 タ バ コ に 火 を一つ け た)

フ)、・.)V-.し かL-・ 、 二 ん な.こ と てトよ.<詩 ♪u);`b¥委(1⊥ 乏

.ひきt
こな あ1そ うr仁4ま オ}り1〒1土d、_し 、女更らh'』し、・,

けL」 いrニ カ・ら な あ 、.釜 を才漫矛).モ±た ρ ぞfに`1118る.者『なLと 自

`一言.・-Cい た/i:田 .牛勿占'1処Lf里の 鬼、と 自 ら不ホし て い た 生 卜H、

瑳{苫・耳《りs)兜 え、 不火聖f「 †寺∫父里i触罰;、 桑喬本.=1一若Zッ ノノヘアン 、

吉111て7,一 ン植毅!. ..丙ユC..}カこ(二}聖f・良13、∫キg'秦1=lf)u本 央 人こ外二

生 演 歌 を 唱 え は 医 人N〔}.1の 伊 藤 、.そLて 、6年 の 井L

さ/1.1ソ ・一 ノ、一 ノ、イーりニー 雑)r、liし1)手 病蛇=〉'なし、

樋il=い つ も.黄 色 い 声 の 中 村..い 一..)もと,〔 り構 え.Cい
わ し

る 春 山 黒、し}なチ肖己勾史、 メしIII.来 年・び)f.[由1しノ)⊥乏、[ailII・.し 、

す れ 委 員長 に ム る 山 木.ハ ワ.刀 し西 村. .皆 が い た

カ・ら.二 れ/三 け1.こ しY'1∫二名{カ 「rご・き ノニんt.tな ま4子 」委 員

Lや な(て も す 一 こ(協 力的 な 人 も い,は い い た し…..1

と に か(、 イ'当 に=有 育旨な 八 間 に 恵.ま れ て一・替避{.こ し7)ヒな か

た て"r,;4i.'だ な 狂 まr碩=か:7'噛 芦禽琴・隼fナ苗貫月隅1(7)f可 今lj

カし:.‡})一,Fiヒ11kI」し.こ し、『ζ 」.<f車 了'%Vカf、},tこ 、./:三1→、L、 そ

オ1t三lr/;L真.ifnEllニ へ ♪.⊂し≧オニ才.}1うオfL.、 今 こセr;『,.(i土,笑

いnlCIで 』も ♪セ.・に!二り も.,と 「充千f委 亡芝kし カ・っ た な あ ⊂1

人 数 が い れ は い る 程 、 大 き い こ と が で き る し 、 什 事.も 糸川

分 され て楽 に な る か ら な あ,や ・,て み れ は4..二 くllii自 い

♂)に … … と こ ろ て 斗ミ年 は ど う な る 〆しだ ろ?＼ っ と 後

輩 」圭力」η∫1つf馬♪C<オt～ ～とf「fLる こ と1こL.↓ 、う、1

,;、`L・安tfし」-・({と≠炉冒)1し;隻右脚」.6カごf[:1=カ ご章〕一ノ・『ノLt>一♪t:._、 「._二、

、二れ1よ.{ノ … 一・ンソ」蔑…...1

最 後 に 第IHIS;1医 大 祭 を 人成 」力 さ ヤ1る た め1、'協 力 し'Cド

さ'た 方 々 に ∴ び)土易5.・II.り ⊂1ソ:くielifi[、中LLけ ま'ξ'「

'
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r一 桝隣帥 亀馬`"ρ.乱P鴨L轡月..層、」

留 学 生 寄 稿
旭川医大 に向往 して

姜 波 健

イソ、し上、1990f卜1,1にll4∫ 文'音1二省1卜…1費{i'『'究{ゴ}『'」∫ゾ髭 と し`c

ノ山月ll硬大:!」 三II宇'i=しま[..た 程、け 、li本 に 昏ノ～『1j∫:'ポζ⊃白1↑:.二H

本 、;吾在・評1㌦,た 、二と・カこな か っ た ¢ノ)で噛、 匡1び)矢目含 い び)人 々t.1、

何 故 私 が 日 本 の 旭 川 医 科 メ(学 に 行 き た い と い)希 望 を持

っ て い る の か と い)質 問 を よ く受 け ま[.た.,∴ れ に 関!.

「(-1よf妾剰
畳…i重ノ.＼ノケコし、と ∫どi、㌧、,圭.{.

丞1、i./lい[刊び)Ll毎 び)1申8身'で・一‡'.1-.i十+if.Y人ll-・ 「・1/1'.」、Lび)

人二者1;di-6、 文fヒ 、」:業芝、 商+:σ)r{L巳 ・土fヒとL'ぐ 矢[1ら才/'(「し}

よ 一1、 私 の 母 校 は1.r毎 第 二 医 科 大 学 で 、 フ ヲ ン ス 、 ア メ

リ カび)孝{(≦ミカ{[リイ4く、と な ・.ヂ(倉U肖窒 さ才tノニ大 臣二;'二で層寸一..王見 ∠fて「

け二某 礎 医 学 院 と 口 腔 医.÷'院 及 び5-..ノ び)附 属 病 β".ヒ1〔〕のfief

究 所 〔心 臓 、 内 分1'Y、 免 疫 、 整 形 外 科 な と.を 専.P'7分 野 と

す る)か ら 成 り 立 て し}ま す 「1私 は 、1983fト に.二 の 大 蒙「

の 医 学 部 を 卒 業1.86年i司 大 学 の 大1'YL入 学 、89年 に 医 学

修.i:の 学 位 を 受 け まLた,メ く学 院 時 代 に同 種 に お け る 組

織 ・糸川月包移 植(all・geniCtransplantati・n〕 に 非 常 に 興

昧 を持 一,て お り ま し た.、 移 植 に 閏 す る.E幹 雑 誌 で あ る

Transplantati・ 川 》 を 読 み 、 九川 医.メく詳レ=外 科.に お い

て 刀く,f廼 則3郭(,.,1をLiし.y,石}r'究.者 量重力・凸凸刷=糸田月包σ)H卑1村希多枢～"

に『つ し」て σ)で亘々 な 石ll'昏'世'/r'v)卜 γフ レ/.＼ル て=・淫fな 一 て

し・る こ と を 矢ロり.ま しオこ、.、.一こび)こ と 力噛噛、 ラfゾ、カ・liイs=び)九i製IlL争ミ

人こに鐸"㍉≒Lた しこと ㌧・う 希 望!をf.rr.,牽 売1うオニ封{駐「1.C』一事...

到 着Lたll{末 の 旭IIIIよ 、 外 は「雪 と 氷 と 風/'J,4ト1よ な に

毫,オよし、～:し、)f≡lj象 一(「・しノ㌧、〕.圭 ノ㌣寒 さ ζ二{,十貫才し冒ぐ才」・`』)『iさ

ら し'昌『蛯 も あ ま り」直1な い ナ「尺魅≒で＼ い く ら か 才《し(て 早

め に帰 り た い と 時 々夢 に 見 ぐ お・り ょ した 、.二 の よ)に 気

ナ・lrちv)7ifち 」.ム五 ノ三H与 も ナ,り よL.た カゴ、4く ♪i郭d受iエ よ く 襲て

遣重・プ(ド ～5り 、fμrか!木卜,た.二 と カ あ る と 甚占【凡iH力孝{(1{、'1、・

!1!1㍉il匹1臼巾、1【1小こrl飾r}巾、季東 方li薄自ll}なと に ～ さ')ざ 牽白!/'ζ「'ドく＼

い ま したn牛 芋にf卜 弓匙ノ)i酊'ぴは 掌三馬寅び)「汁i由」を 立 「'ぐりと カ・、

'メξ馬負動」牛勿v)選#hをdる と カ・と し・う土易 合彗
.曾、 ラ臨建}にifliじ る

先 生 一人 を・付 き 合 わttる よ う に う よ く配 慮1.て く だ さ い

ま した1,、 ま た 医 局 の 若 い 先 生 遅 や 、 市 務 の 人 達 に も 生 活

1=σ)色L〆セ なliir・ 大 ノ変 才∫世111(1:こな り 、表 しオニ∩

昨 年8月 に 水 戸 教 授 が 附 属 躯i院 長 に 就 任 さ れ て か ら は

大 変 征ll峯'「亡に な り 、 希ムと ゆ ・フく り言舌す 日、4fAl.もな か な か 耳え

れ な い に ・も関 わ らず 、 実 験 のBhpや 新Lい 発 想 な ど 誠 に

炎嚢,じ.・なf旨 美単 をLて 一ド さい まLノ ニ=1才」・か け さま.ひ 一・舟礼f妾1二は

'幽肝 糸田月aの 脾 μ
・1移植"と い う研 究 に 関 す る 多(び)知 識 を

得・る 二 と カ ご』き ま し!と:ufl"):1リ 、4トv)diiて冠.i.、11イ くσ)」 ㌧危:

向七J.冒'カ ゴ「袈く1;II・象1'ケ 父り ま しr二、.ilイ 瓦ノ＼し}f1こ木 に な る と

こ の 一・年 の 色 々 な 二と を 考 え な か ら4∵ 酒 を 餅くノノ1需 り 合 い

!・ゐ;ら 肇斤 しし}f「をillyえ る 碍寸茄 をaる と し渇う.二 と をfllり 註.

Lたlill上1て は 苦 か ら こ の よ)な!1」1「ll,tr,:か 一ノた の で 一1R

1}置ξ二睡II象白勺'ご=・し、ノニ..第.昌.タ ト拳}し「),忘:fトゴミド(∵日ン2ノノ・し・荏穴」∫巨・1:f卜

弓¥に 責才幽ギ る溝隻巧力を ・セ受・け 、.入('寝1臆と～敷 し】t二〔 よ し.たrI

旭 川 到 着二以 来 小=flモ4月 ま で び)1年3カ 月 で 旭 川 の 長 い

冬 と 春 、 短 い 夏 と 秋 を・経 験 した の み で な く 、 有意:義 な 研

1こ'ヒ～占を)美 ら ゼ ーごrt「〔き まLノ ㌧し、 さ ら1エ4月9111二;ま うΣ㌢叡}三

σ)才∫カ・:r一ζ=噛Aぐ」rGン釜iこノ＼斗そ一d.るLこと カこて覧噛き 、 、ニオ7カ・ら4f卜

問 旭 川 医 大 で 研 究 を・続 け る こ と か で き る よ.)に な り ま.し

た..先 日 、 夏 の あ る 夕方 大 学 構 内 を歩 き な が ら ふ と 回 り

を 見湾ξ弓 と 、 糸求力 確不で・イ芭も生 き三仁 き とu3へ'ノ ブ.C才・噛り 、

旭 川 に 到 着Lた 頃 の 厳 し い.冬 の'∫にさ と 憂 謝 か 嘘 の よ)に

IaG:じま しオニ〔1.二 れ カ・ら{」4!,i.tv)月 十糸川月包不多拳直に 才∫け る 剰「L

い 研 究 成 果 を残 す た 占ちに 懸 命 に 歩 き紅 け よ.)と 考 え て い

ま1

'i三年 月 日
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≠F籍 ・」㌘定 其川n1

趨 叫
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一
■ 産婦人科学講座 ■ 千石 一雄

塵婦人科学教室は昭和49年 清水哲也教授のもとに開設

され、診療科としても昭和51年 附属病院の開院と同時に

診療を開始 した。昨年7月 、清水教授が本学学長に就任

し、本年511よ り石川睦男教授のもと18名 のスタッフが

大学における研究、診療に従事している。開設以来17年

を経て、医局員数も50数名に達 し、全道13の 関連病院で

後輩の指導また研修に専念 している。現在、教室の診療、

研究体制は 「周巌期」 「婦人科腫瘍学」1生 殖医学」の

3部 門から構成 されており、周産期グループは笠茂、佐

々木、西野助手を中心に本教室の最も得意とする分野の

一・つである超音波診断
、ME機 器を駆使 し、胎児異常の

出生前診断及び胎児治療に取 り組んでいる。さらに羊水、

絨毛採取による細胞遺伝学的検討も推 し進められている。

婦人科腫瘍 グループは婦人科悪性腫瘍の診断、治療をメ

インテーマとし、斉藤講師、早川、内潟助手を中心に集

学的治療を目指した診療が行なわれている。特筆すぺき

は、卵巣癌に関して、石川教授を中心として研究を進め

ているSOD(superoxidedismutase)が 新 しい腫瘍マ

ーカーとして国際的に高い評価を受けており
、また超音

波パルスドプラを応用した早期発見の検討が進められて

いる。さらに、柳沼らにより崩抑制遺伝子の解析による

発癌機構の解明に関し分子生物学的手法を用いた研究も

展開されている。生殖医学グループは数年来、難治性不

妊に対する治療として体外受精を導入 し、その優れた臨

床成績が国内外より注目されている、,また男性不妊治療

としてマイクロマニュプレーションを用いた顕微受精、

卵子、胚の凍結保存の臨床応用も推進 されっっあるU研

究面では、馴r.の 細胞遺伝学的lll常性 に関 し本学生物学

教室と共同研究を行なうと共に千石助教授、工f助 手ら

は排卵機構の解明、精f受 精能に関する基礎的研究に取

り組んでいる。教室の国際交流も活発で、現在 までに中

国、ブルガリアより4名 の留学生 を受け人れており、今

秋 にはベルーから研究tlを 迎える予定である。一方教室

の留学経験者も現在NIHに 在籍 している藤井を含め15

名を数え、国際的レベルの診療、研究をb指 している。

今後、関連病院の増加が予想され診療体制の充実、さら

に新 しい分野への研究の着手など数多くのマンパワーを

要するため、多くの卒業生を迎え教室がさらに発展する

ことが其月待される。

(産婦人科学講座 助教授)

[_=.一
■ 歴 史 ■ 原 田 一 典

当研究 室 が建造 物 と して新 営 されて使 用 の開始 をみた

の は1974年 の5月 で 、爾 来 こ この住 人 は一 度 も変 らず わ

た しで す。20年 に も なん な ん とす る と、椅 ヂの 人工 皮 革

は ほ ころ び、 日除 けの よ ろ い も外光 を1'分 遮 蔽 す る こ と

を拒 む よ うにな り 、 した が って そ この住 人 も老 い さらば

えっ っ あ る こと は否 め ま せん 。1気 力 も薄 れ て きた な あ

一」 とっ ぶ や いた とこ ろ 、 「いや い や 、老 い て ます ます」
さ か ノし

とお っ しゃる ので 「壮 」 とて慰 めて くれ るか とw,o・い きや 、

「頑 固だ 〃」 と、 昨H、 東 副 学長 よ り御 託 宣 を受 け ま し

た 。 いず れ に しろ 老 いの 表 わ れで しょ う。

た しか に頭 ・眼 ・耳 ・歯 に 云 々 と、肉体 的 状 態 は如 何

と も為 し難 い もの で すが 、 た だ歴 史 の研 究 と い う仕 事 に
しhど

対 しては、心労ながらも、いよいよ面白さが加わってき

ましたn面 白さといっても大それたことではありません。

人間とか、それが構成する社会とか、またそれらの営為

である諸事象を対象に、その存在の意義や価値を求める

歴史研究において、可能な限り多くの・k場や視角を駆使

して解析 し、組立てていく面白さです。このような事は

本来学問研究土わかりきったことなのですが、それにし

ても今までは、為さねばならない、という意織に駆り、k

て られて、原理 ・原則を設定するに単純で、そこからの

論理の展開は性急であったという反省をいだきます。歴

史学が、自由の意志を有する人間、換言すれば不確定要

素に満ち満 ちた人間の行為を対象とする以上、より広く

さらに深い洞察が不可欠でありましょう。そんな事が再

確認されてきて、面白くなって きた、ということで して、

恥 しながら今に至ってちょっぴり大人になったか、とい

う実感です。

わたしの研究は、北海道地域史に終始 しています。特

に明治維新以降、国家的政策の ドに開始 された北海道の

開発事業の意図と実態を解明 し、それが近代日本の発展

史 トにどのような機能と成果をもたらしたのか、という

ことを基本テーマとしています。この研究過程で、18年

間を費やした 『新北海道史』(全9巻)、 その後 『新札

幌巾史』(既 刊4巻 〉の編纂事業に参画 し、そして現在、

今後10数 年を予定する 「新旭川市史』(全8巻)の 編纂

に従事 しつつあります。これら一連の仕事はわたしの基

本テーマと深くかかわっているのですが、テーマ自体の

研究の完成は先へ先へと延ばされつつありますので、取

り敢えず中間的まとめを、この2・3年 中に ・書として

おきたいと考えています。
EO)ぐr

本性いたって物臭ながら、物好 きな面もあり、物のは

ずみで興味も加わり、この数年きわめて充実、という手

前勝手な感懐を盾にさらに鞭打って、壮にして頑なに、

それなりの仕事に励んでいます。

(歴史 教授)
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贈聯羅1響 鞭 戴 徽
.

去る3月25日(水)に 本学を卒業した113名 の勤務(連

絡)先 は次のとおりです。

また、4月 に行われた第86回 医師国家試験には本学卒

業生129名 が受験 し、116名(平 成3年 度卒業生104名)

が合格 しました。

(学生課)

氏

間

子

森

川

嵐

川

森

津

藤

村

居

山

田
藤

地

村

屋

藤

藤

藤

孫

卜

浅

安

雨

荒

五

石

冶

梅

遠

岡

折

片

勝

加

側

菊

木

古

近

齋

齊

佐 々木
藤

倉

木

岡

村

木

根

内

田

中

井

馬

尾

尾

村

佐

宍

芝

下

杉

鈴

関

竹

多

田

玉

丹

封

寺

中

中

新井川

地

東

澤

島

庄

多

本

平

丸

能

原

坂

平

福

古

前

松

森

森

安

之
徹
産
哉
羽
子
樹
子

俊

英
卓
羊
智
秀
暁

祐

佳

人

聡

民

裕

公

介

康

圭

史

英

育

徳

↓
圭

文

亜津子

秀 文

美恵了・

聡 美

也

朋 胤

泰一郎

香奈子
敏 秀

暖和イ・

樹

治

子

隆

浩

子

雄

基

寿

利

祐

秀

聡

孝

香

宏

仁

彦

幸

U

治

枝

彦

樹

彦

彦

一

寛

周

英

伸

克

憲

史

一
英

文

雅

止

勤 (連

旭川医科大学(第 二外科)

旭川医科大学(眼 科)

北海道大学(麻 酔科)

旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

岡山大学(産 婦人科)

勤医協札幌病院

北海道大学(小 児科)

北海道人学(眼 科)

北海道大学(循 環器内})

旭川医科大学(第 三内科)

旭医大大学院(産 婦人科)

札幌医科大学(眼 科)

旭川医科大学(産 科婦人科〉

旭川医科大f(整 形外科)

旭川医科大学(第=外 科)

旭医大大学院(第 三内科)

旭川医科大学(眼 科)

旭医大大学院(第 「内科)

勤医協札幌病院

旭医大大学院(第 二内科)

旭川医科大学(精神科神経科)

旭川医科大学(第Nl科)

干葉大学(第 一・外科)

旭川医科大学(第 一外科)

苫小牧保健所

旭医大大学院(脳 神経外科)

北海道大学(循 環器内科)

東北人学(産 科婦人科)

旭川医科大学(第 ・内科)

旭川医科大学(第 ・外科)

自治医科大学(耳 鼻咽喉科)

千葉大学(整 形外科)

旭川医科大学(第 二内科)

勤医協札幌病院

旭医大大学院(麻酔 ・蘇牛科)

千葉人学(第 二内科)

北海道大学(麻 酔科)

旭川医科人学(麻酔科蘇生科)

旭川医科大学(整 形外})
三井記念病院(内 科)「 東京」

旭川医科大学(耳 鼻咽喉科〉

協立総合病院 「名古屋」

東京人学(救 急医学科)

札幌医科大学(眼 科)

北海道人学(形 成外科)

旭医大大学院(麻 酔 ・蘇生科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科人学(第 一内科)

大阪大学(第 一内科)

柳

柳

山

山

横

吉

渡

浅

東

雨

飯

川

田

⊥

本

山

田

邊

野

宮

田 高

幸

翼

樹

雄

範

美

志

則

直

聡

久

智

由

伸

英

美

太

亜

工

克

由

高

き

美

理

正

り

子

子

博
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夫

稔

郎

凡

彦

行

聡

明

子

郎

均

恵

子

仁

香

広

秋

計

扇

研

司

介

晶

摩

篤

志

俊

厚

樹

子

哉

敏

朗

教

久

晴

明

一
子

司

健

子

樹

ゆ

か

二

也

.

賀

希

み

和

昌

ゆ

寛

芳

彰

久

英

権

和

智

伸

泰

美

勇

和

千

秀

理

昭

康

正

眞

圭

英

拓

仁

正

友

美

亜

琢

雅

憲

貴

訓

道

克

雄

淑
泰

純

煎

嵐

谷

藤

井

口

藤

出

田

藤

古

口

崎

谷

林

山

條

藤

藤

木

藤

村

水

貝

木

木

垣

田

中

中

伏

越

葉

榮

永

村

江

田

澤

野
城

田

川

岸

野

内

本

山
宮

邊

十

和

十

五

板

伊

碓

江
遠

大

片

勝

加

兼

L

川
北

小

小

酉

齋

齋

櫻

佐

杉

清

須

鈴

鈴

高

竹

田

m

谷

田

玉

r

辻

徳

中

西

花

束

平

平

藤

堀

堀

眞

牧

山

山

横

四

渡
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旭川医科大学(第 三内科)

北海道大学(麻 酔科)

旭川医科大学(小 児科)

東li:大学(精 神科神経科)

旭川医科大学(第 一内科)

埼1医 科大学(小 児科)

佐久総合病院 「長野県」

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(小 児科)

旭川医科人学(第 二内科)

旭川医科大学(麻酔科蘇生科)

旭川医科人学(麻酔科蘇生科)

北海道大学(第 「外科)

旭医大大学院(麻酔 ・蘇生科)

自治医科人学(小 児科)

札幌医科大学(眼 科)

北海道人学(神 経内科)

旭医大大学院(耳 鼻咽喉科)

北海道大学(麻 酔科)

北海道大学(眼 科)

旭医大大学院(第 託内科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

旭川医科人学(眼 科)

自治医科人掌(脳 神経外科)

旭川医科大学(第 一・内科)

旭川医科大学(第 一内科)

東京人学(麻 酔科)

旭川医科大学(産 科婦人科)

旭医大大学院(小 児科)

旭川医科大学(麻酔科蘇生科)

旭川医科大学(第 三内科)

東京人学大学院(解剖学第一)

旭川医科大f(耳 鼻咽喉科)

旭川医科大学(眼 科)

名古屋第二赤十字病院

旭川医科大学(精神科神経科)

旭医大大学院(第 三内科)

北海道民医連 「札幌」

東海大学 「神奈川県」

自治医科大学(内 科)

1'IYf1医科大学(小 児科)

北海道人学(循 環器内科)

北海道大学(神 経内科)

旭川灰科大学(第 一外科)

旭川医科大学(第 三内科)

自治医科大学(麻 酔科)

旭医大大掌院(産 婦人科〉

旭医大大学院(第 一外科)

旭医大大学院(第 二内科)

旭川医科大学(第=内 科)

旭川医科大学(第 一IM科)

北海道人学(麻 酔科)

千葉大学

北海道大学(小 児科)
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平成4年 度 後期分授業料免除
及び延納 ・分納 について
平成4年 度後期分授業料免除及び延納 ・分納を希望す

る者で、下記基準のいずれかに該当すると思われる者は、

教務部学生課厚生係で必要書類を受け取 り、平成4年9

月1日(火)～9月21日(月)ま で に申請 して くだ さい。

な7J、申請者については、選考の間授業料の納入を猶

予 します。

また、不明な点は、同係に問い合わせ願います。

記

1.授 業料免除基準

(1)経 済的理由によって授業料の納付が困難であり、

かつ、学業優秀であると認められる場合

なお、平成4年 度において原級に留置されている

者又は、最短修業年限を越えて在学 している者は、

免除の対象としない(休 学の理由による者を除く。)

② 授業料納期前6月 以内(新 入生については、入学

前1年 以内)に おいて学生の学資を主として負担し

ている者(以 下 「学資負机者」という。)が死亡し、

又は本人若しくは学資負机者が風水害等の災害を受

けたことにより、授業料の納付が著 しく困難である

と認められる場合

(3)(2)に 準ずる場合であって、学長が相当と認める事

由がある場合

2,申 請書類

(1)授 業料免除申請書

〔2)学 資負担者が死亡した場合は死亡診断書

(3)災 害 を受けた場合は罹災証明書(市 区町村、警察、

消防署が発行 したもの。)

(4)市 区町村発行の所得証明書(給 与所得者について

は、平成3年 分の源泉徴収票を、給与所得者以外に

ついては、'1'成3年 分の確定申告書(一 面 ・二面)

等の写 し(生 計を一・にする家族全員分)を 、また、

学資負担者が死亡した場合は、死亡前の所得舐明書

を併せて添付すること。)

(5)失 業者は、民生委員又は職業安定所の証明書

(6)生 命保険金の支払いを受けた場合は、当該保険会

社の保険金支払証明書

(7)家 族の中に就学者がいる場合は、その者(申 請者

本人及び義務教育の就学者は除く。)の 在学証明書

(8)自 動車保有に関する申立書

(9)そ の他家庭事情により参考となる証明書等

●

■慶● ●

}D

0

平成4年 度 日本育英会奨学生
の募集について
日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため就学困

難な者に学資を貸与しております。

本学では、H本 育英会からの推薦依頼に基づき、出願

者の種々の条件を考慮 して選考を行い、口本育英会へ推

薦します。

ただ し、H本 育英会では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定められており、その資格があっても採用枠の関

係で推薦できない場合があります。

奨学生の募集要項を、9月1日 より公用掲示板に掲示

しておりますので、貸与を希望する者は、提川期限に遅

れないよう所定の書類を教務部学生課厚生係に提出して

ください。なお、募集の時期以外に家計の急変により、

学資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、同係に相談し

てください。

学生教育研究災害傷害保険の
加入について
本学は、学生のd=.中 ・課外活動中における災害事故

補償のために 「学生教育研究災害傷害保険』の賛助会員

大学となりド記のとおり加入受付事務等を行っています。

本保険は、学生の互助共済を基本として運営 されてお

り、学生生活中の万一一の場合に備え、できるだけ全員の

加入を勧めています。

まだ加人していない学生.は、加入するようにしてください。

記

1.受{寸 期 闇

2.受 付 窓 口

3.保 険 料

自 平成4年10月1日(木)

至 平成4年10月30日(針

教務部学生課厚生係

6年 間

5年 間

4年 間

3年 間

2年 間

1年 間

4.支 払い保険金の種類と金額

3,400円

2.950円

2,450W

1。900円

1,300ｵi

750円

区 分

種 類

止 課 中

学校行事中

学校施設内の休憩中
学校施設内外の課外
活動中(学 校施設外
の課外活動 について
は、大学に届出た活

動に限る。)

死亡保険金 1.200万 円 600万 円

後遺障害保険金
一 一 一 一 一.「 一

医療保険金

54万 円 一1,800万 円 27万 円 ～900万 円
　 一L

実治療 日数4日 以

上 が対 象

6千 円一30万 円

実治療日数14日以
上が対象
3万円m万 円

入院加算金 i日 につ き4,000円 1日 につ き4,000円

11一



土曜日の業務について(学生課)
前期 に引 き続 き、後 期 につ いて も2名 の職 員 が執務 を

行 いま す が、各 種 手 続 き など は平 口に願 い ます。

なお 、冬 季休 業 中(12/21～1/16)及 び春 季休 業 中(3

/15^-3/31)は 、執 務 を行 い ませ ん 。

表 紙 写 真 の 説 明
パルスフーリエ変換NMR装 置

超伝導磁石(6.3T)を 用いて高分解能NMRス ペ クト
ルを得る装置で、主に生体内のリン代謝の研究に有用な

リン酸化合物(ATPや 無機 リンなど)を 灌流臓器(心

臓、肝臓など)や 小動物(ラ ットなど)臓 器の体表から

直接測定 し、非破壊的かつ連続的な変化 を観察できる。

※ 昇 任

4,5,16Tt

4.5,16付

4.6.1付

4.7.1付

4.7.1付

4.7.16イ 寸

※ 採 用

4.8.1付

4.8.16f寸

※ 辞 職

4.7.31丁 寸

教 官 の 異 動

男

郎

之

雄

幸

敏

實

郎

次

次

睦

勇

斉

一
裕

晃

久

健

川

口

川

石

野

出

田
池

石

上

沢

千

立

吉

池

菊

授

授

授

授

師

授

授

授

教

教

教

教

助

助

講

教

占
教

教

座

学

部

座

学

座

座

座

撃
慨

灘

産

生

病

産

生

眼

臨

内

耳鼻咽喉科学講座 助教授 白 戸 券月

XXSXXXXXXXx2xXXXXxxxx2xxxxxxxxxxxxixxxxxx

夏の終わりを感 じる頃

今年の春から初夏にかけて北海道特有のさわやかな快

晴の日がやけに少なく、本州の梅雨時の様なじめじめし

た天気の日が続いた。あっと言 う閤に暑い日光が射して

きたかと思うと、盆踊りの矢倉を吹 き抜ける風は微かに

涼 しい、,確かにこの峙期、日々日没の時間が早 くなり、

もう夏も終 ったなという寂 しさが漂 う。学生の頃、夏の

終 わりを実感したのは、いつも束医体でバレーボールの

試合が終 った時だった。特に最後の東医体では、旭川医

大バレー部は4年 連続優勝の群馬大学を予選で破り、準

決勝で信州大学に予期もしない不覚の一Ytを 喫 しはした

ものの3位 を死守 した。試合が終 ったあと、"こ れでバ

レーボールは終ったな"と いう思いと、肩と腰そして左

足関節の痛みが残った。東京から旭川に帰って米ると、

空気の軽 さに加え風通 しの良さ、涼しさは夏が終ってし

まったことを教えてくれた。入学当時、先輩に乗せられ、
"医者は体力だ

。経験、知識、実力の無いおまえ達に要

求 されるものは君達 しか持ち得ないその未知の体力と情

熱である。"と いう主旨の物凄い激励(?)を 受 けて入

部したバレー部ではあったが、あっと言 う間に6年 が過

ぎていた。当時、確かに体力は人 ・倍ついたとW.L`ったが、

左足関節、膝関節の故障、腰痛、右肩の故障、フライン

グレシーブのおかげでできてしまった前歯のひびなどバ

レーボールはその代わり、余りに多くの傷跡を残してく

れた。この諸関節の痛みは気温が高いと和らいでくれる

が、これから秋に向い、気温が低くなるにつれてじわじ

わと痛 くなって来る。最近、夏の終わりの寂しさは肌で

感 じるよりはむしろ身体全体で痛いほど感じるのである。

今年のパルセロナオリンピックでは男子バレーボール

チ ーム は6位 、 女f一は5位 で あ った 。女 子 は メ ダル が取

れ る と私 も思 って いた が 、 ブ ラ ジル に思 わぬ苦 敗 を喫 し

て しま った。 個 人的 に応援 して い た 中田 久 美選 手 が泣 き

じゃ くっ て いた が 、 メダルを取 らせて あげた かった と思 う

の は私 だ けだ ろ うか?と にか く彼 らの夏 は終 っ た様 な気

が す る。 と こ ろで オ リ ン ピ ック とバ レーボ ー ル とい えば、

忘 れ られ な いの が 今 か ら20年 前 の ミ,Lン ヘ ンオ リン ピ ッ

クで 松 平監 督 率 い るH本 男子 チ ー ムが準 決勝 で 軌 跡的 な

逆 転勝 利 を納 め てつ い に優 勝 した ことで あ る。 この オ リ

ンピ ッ クで は、 松平 監 督 らが 考案 した"時 間差 攻 撃"(一

種 び)"お と り"攻 撃)が 大 きな武 器 に な った 。 この攻 撃 、

決 めた 方 は正 に快 感 で あ るが 、決 め られた 方 は 、相 手 に

翻 弄 された よ うな実 に嫌 な気 分 に なる。 一種 の"騙 し打

ち"の よ うなプ レイ に も思 え るが 、戦 略 的 に は実 に頭 脳

的 で あ り、身 長 で 世界 に劣 る 口本 選 手 が優勝 す るた め に

は この様 な"新 しい発 想"が 必 要 で あ った 。 た だバ レー

ボ ール 界 で一 大 セ ンセー シ ョ ンを巻 き起 こ した この攻 撃

方 も、 考案 して か ら完 成 す る まで に約3年 の時 間 が必 要

で あ った と い うこ とで あ り、H本 チ ー ム は メキ シコか ら

ミュ ンヘ ンまで の4年 の"時 間 差"を 実 に有効 に使 っ た

こ と に なる。 しか し、 この時 間 差 攻撃 の おか げ だけ で優

勝 で きた わ けで は な か った よ うで す 。今 は亡 き猫 出選 手

(セ ッ ター)に よ れ ば、 いどの 国 の選 手 も して い る練 習

量 を遥 か に越 える練 習 量 に加 えて 、次 々 と考案 され て ゆ

く新 しい コ ン ビ ネー シ ョンプ レ イ を確 実 にマ ス ター す る

だ けの鍛 錬 と信 念 が選 手 の 白 信 を 支 えた"と の こ と で

あ る。 や は り努 力 の賜 で あ る。

最 近つ くづ く思 うの が この"時 間差"の 重要 性 と"新

た な発 想"へ の挑 戦 で あ る。現 在 の 努 力 が稔 る 可能性 が

あ れば 、 それは3年 以 一ヒ先 に な るの か も知 れ な い。 じっ

くり と腰 を据 えて 自 らの課 題 に取 り組 む こ とが重 要 で あ

る,,Pasteurの 言 葉 に"Chancefavorstheprepared

mind."と い うの が あ り ます。 この 言葉 凸邑こ した んた ん

とチ ャ ン スを狙 え"と い うよ り は む しろ 、"地 道 な努 力

の積 み 重 ね をす る君 には きっ と良 い チ ャ ン スが や って く

る よ"と い う科学 者へ の道 しるべ なの か も知 れ ない 。

(生 理 学 第二 講座 講 師)
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